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■「座りつづける」ことを避けるためにこれまで導入されてきたス
タンディングデスク

ヨーロッパでは遡ること28年前、1990年に発令されたEU指令に
よって、昇降式デスクの普及が進み、デンマークやスウェーデンな
どの北欧ではその普及率が現在90%を超えると言われています。

また最近の話題でいうと、アップル新本社のアップル・パークに
おいても、「全従業員のデスクを100％スタンディングデスクにし
た。」とCEOのティム・クックがインタビューで語っています。
アメリカでは⼤⼈が働く職場環境だけに留まらず、⼦供が通う⼩

学校にもスタンディングデスクの導⼊が⾏われており、⽴ち座りを
使い分けるスタイルが、学びの段階からデフォルトとして染み付い
ていく環境が作られているケースもあります。

オフィスワーカーの腰痛や運動不⾜に向けて
「体を動かす」コンセプトで作られた事務椅子

■とはいえまだまだ⻑時間の着座を⾒かける⽇本のオフィス

20ヶ国の成人（18〜65歳）49,493人を対象としたとある調査
によると、台湾・ノルウェー・香港・サウジアラビアと並び日本
が最も着座時間が⻑いと報告されています。
数年前まで通常のデスクと昇降機能付きデスクでは価格に⼤き

な差があり、検討の土台になかなか乗ることがありませんでした
が、オカムラのSwiftの誕生をきっかけとして各メーカーが低価格
化を図り、従来よりは導入しやすい状況には確実になっていると
言えます。
しかしこれまでの慣習的なものに加え、EUのような国や地方自治
体からの後押しがないため、普及にはまだまだ時間がかかりそう
と言えます。
ともなると、⻑時間の着座時でもいかに体の負担を減らせるか

が鍵になってくると言えるでしょう。

最新の働き⽅トレンドを情報配信中！！

■ポーランド発のオフィスチェア「Xilium」
オフィスやファシリティー分野の国際⾒本市Orgatecにて、ポー

ランドのクロスノにヘッドクォータを構えるオフィスファニチャー
カンパニー 「Nowy Styl Group」が初披露したのが「Xilium」で
す。従来の前後の動きに加え、X-MOVEという独自の機構によって
サイドの動きを可能としています。

■体を動かすチェアのパイオニア Wilkhahn
「体を動かすチェア」を語る上で、世の中に発信したパイオニ

ア的な存在として忘れてはならないのが、ドイツのハノーファー
近郊バッド・ミュンダーに本拠地を構えるWilkhahn（ウィルク
ハーン）です。同社は10年の研究成果をまとめた「Office for 
motion」で、より多くの身体活動を日常のオフィスワークに取り
入れる重要性を説いています。
彼らがドイツ国⽴ケルン体育⼤学と協働し、独⾃に開発したト

リメンションメカニズムを有したチェアとして、ON（オン）と
IN（イン）に加え今年にAT（アット）という新製品を発表してい
ます。

記事の詳細はこちらから
https://www.workersresort.com/jp/design/lowbackpainchair/
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PICK UP OFFICE 【特集】⾚坂・溜池⼭王エリアのオフィス事情

▲赤坂インターシティAIR

▲首相官邸

▲外堀通り

赤坂にはTBSの放送センターがあり、「赤坂Bizタワー」に入居
している博報堂などの広告代理店やマスコミ・メディア関係の業
種が多く集まっています。⼤通りに⾯した⼤型ビルが⽬⽴ちます
が、中⼩規模のビルも多くあるので、アクセスの良さからこのエ
リアを選ぶ企業も多くいます。
溜池⼭王は最⾼裁判所のある永⽥町や、国会議事堂が近い為、

弁護士など士業の事務所が多いのが特徴的です。オフィス街の中
に位置する「日枝神社」は仕事運や出世運のパワースポットとし
ても有名です。

日本は他国と比較すると自然災害が多く、特に地震の回数・規模は全世
界においても有数と⾔えるでしょう。近年では東⽇本⼤震災の影響もあり
防災への意識が⾼まってきていますが、オフィスビルにおいてはどのよう
な対策がなされているのでしょうか？今回はBCP（事業継続計画）につい
て調査しました。

┃BCP（事業継続計画）とは
まず、BCP（事業継続計画）とは「自然災害、テロなどの緊急事態が発

⽣した際に、企業が被害を最⼩限に抑え、事業の継続・復旧を図るための
計画」と定義されています。日本の高層ビルの安全性は最新技術と強化さ
れた耐震基準に裏付けされていますが、それだけでは⼗分にBCP対策がな
されているとは言えません。オフィスビルを選ぶ際、BCPの観点から着目
すべきポイントを2点ピックアップしました。

┃電⼒供給
⼤規模な地震や⾮常事態においては発電所の停⽌等により、電⼒の供給

が⽌まる可能性がありますので、ある程度の⽇数耐えられるだけの受電・
発電システムが備わっていることは必須条件です。具体的には東京電⼒か
らの供給に加えて以下のように複数の対策を取り、二重三重のバックアッ
プを取っているビルが安全性の高いビルと言えるでしょう。

PICK UP TREND 【オフィスビルで備えるBCP Vol.1】

■中圧ガス（コージェネレーション
システム）の採用
中圧ガス導管は震度7以上の衝撃にも
耐えられる耐震性となっており、災
害時にも安定したエネルギー供給を
受ける事ができます。
■非常用発電機（重油）による発電
中圧ガスの供給が止まった時に備え
て発電システムもあると安心です。
オイルタンクの大きさにより設置場
所が限られる点がデメリットです。

(例）六本⽊ヒルズ森タワーの電⼒供給システム

┃耐震、免震、制震構造
■耐震構造
梁や柱を太く頑丈な素材で造ったり、今ある躯体に補強材を⼊れ

ることで建物自体を振動に対抗できるようにしたものです。
■免震構造
建物と地盤の間に積層ゴムなどの免震装置を設置し、地⾯から切

り離すことで建物に地震の揺れを直接伝えない構造のことをいいま
す。地震の際には、建築物の揺れを地面の揺れよりも最大5分の1に
まで減少することができます。建築物自体の揺れが少ないため、内
部に設置されている家具の転倒も少なく室内の被害を大きく減少さ
せることができます。比較的新しい構造形式です。
■制震構造
建築物の内部に錘やダンパーなどの振動軽減装置を組み込むことで
地震のエネルギーを吸収し、建物に粘りを持たせて振動を抑える構
造です。高層鉄筋コンクリート造などの重い建築物には各階に制震
部材を設置し、軽い建築物には最上階に制震部材を設置することに
なります。上層ほど揺れが増幅することになる高層ビルなどの高い
建築物に有効な手段となっています。
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保管してるキャビネットからFAX
文書を探すのは大変！

離れた場所だと
FAX文書を探せない！

FAX文書のファイリングに
手間がかかる！

キャビネットがFAX文書に
占拠されている！

受信トレイに
放置されたままだったり、

他の書類にまぎれて、
紛失したり・・・・

オフィス文書

かんたん
シリーズ

受信FAX業務のお困り

受信FAXを取りに席を
はずす時間がもったいない！

外出が多く、対応に遅れが
生じている！

受 信 確 認

検 索 保 管

受信FAX業務を改善する「せいとん術」は・・・

ルール を作って、いらないものを 減らして 簡単に 続ける！

詳しくは裏面へ！
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●お求めは信用のある当社で

ファクス業務のペーパーレス化と作業効率アップに貢献する！

業務効率向上！

導入したその日から受信FAXに自

動でファイル名入力、しかも自動的

に収納先フォルダーを作成・振分け

ができる！

コスト削減！

受信FAXはすべて電子文書に！無駄

な出力紙を大幅削減できる！

手間いらず！

自動的に収納先フォルダーに振分け

られて目的の文書がすぐに見つか

る！さらにクラウドサービスと連携す

れば、外出先からでも確認できる！

ファイル名を
自動的に入力！

■送信元が一目でわかる！ ファイル名を自動入力

登録名称・ファクス番号・受信日時・宛先表名・

回線の5つの情報をファイル名として自動入力し

ます。5つの情報の順番や情報間の区切り文字

も合わせて選択できます。

■送信元や年月日ごとに受信ファクスを自動振分け

受信ファクスは登録名称・ファクス番号・受信年

月日・受信月・宛先表名・回線ごとに自動でフォ

ルダー振分けができます。振分けるフォルダー

が存在しない場合は、せいとんファクスが自動

生成します。

■業務内容に適した転送先を選択

受信ファクスの自動転送先は共有フォルダーや「imageRUNNER ADVANCE」

のADVANCED BOX、また外出先のモバイル端末から情報確認ができるクラ

ウドストレージサービスのHOME-BOX2※を選択できます。

FAX

受信

※別途契約が必要です。

iR-ADV ADVANCED
BOX

共有フォルダー HOME-BOX2

■商品構成例

せいとんファクス for MEAP ADVANCE

標準価格（税別）

¥40,000

■商品構成例

HOMEクラウドストレージパック
（type-S）

標準価格（税別）

初期費用 ¥5,000
月額費用 ¥2,000

■ユースウェア

MEAPインストールサービス(2,500円/台) ※

HOME-BOX2設定サービス※

¥2,500
¥3,000

※訪問料は、別途必要となります。詳細は担当営業にご確認ください。

■合計 導入月 ¥51,000

翌月以降 ¥2,500 /月

※導入月にはMEAP保守サービス(￥500/月)も含んでおります。
※上記の構成は転送先がHOME-BOX2の場合です。

■保守

MEAP保守サービス ¥500 /月

http://cweb.canon.jp/meap/lineup/ocr/seitonfax/

ファイル名を
自動的に入力！

受信ファクスを
自動的に転送！

クラウド活用で外出先でも
ファクス確認！

FAX

受信

iR-ADV

キヤノン_03XXXXXXXX_20130415012345

キヤノン_03XXXXXXXX_20130415012345.pdf

ファクス受信

キヤノン

2013年04月14日

2013年04月15日

共有フォルダー ADVANCED
BOX

HOME-BOX2

営業担当までご相談ください
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第三十一回へつづく

ドキュメント・サポート部
ドキュメント・サポート3課

小林 俊介

通知機能で「待つ」「気づかない」を減らして効率アップ

大量のコピー、ファックス送信の終了を気にしながら業務をしていませんか？
そんな時、ジョブ終了通知を設定すれば終了時に電子メールでお知らせ！

※複合機にEメールの設定およびアドレス帳に
Eメールアドレスを登録しておく必要があります。

設定

その他の機能からジョブ終了通知を選択して通知の送り先を選択
ファックスも同様にその他の機能からジョブ終了通知を選択

23



代表取締役社長 川井 昇

Twitter 展開中！

弊社システムサポート担当が
日々様々な情報をつぶやきます。
ぜひフォローお願いします。

@Stellar_Support

ステラリンク2018年1月号（2019版） 2019年1月7日発行

#96 INDEX

★ステラリンクのバックナンバーは、
弊社ホームページでご覧いただけます。

https://www.stargp.jp/stellar-link

STELLAR

会社名：ステラグループ株式会社 https://www.stargp.jp/
設 立：1973年7月 資本金：9,500万円 代表者：代表取締役社長 川井 昇

<営業拠点>   
本社オフィス 東京都文京区後楽二丁目3番21号 住友不動産飯田橋ビル11F

TEL: 03-5804-8780
立川オフィス 東京都立川市柴崎町2丁目3番6号 第一生命ビル3Ｆ

TEL: 042-525-2146
三鷹オフィス 東京都武蔵野市中町1丁目9番5号 第一中央ビル3Ｆ

TEL: 0422-52-8351
神奈川オフィス 神奈川県横浜市中区尾上町6丁目86番1号 関内マークビル2F

TEL: 045-651-7421

facebook

LINK
ライブオフィス見学開催中！

ステラグループのライブオフィスは、2012年9月にオープンいたし
ました。ここにはメーカーのショールームにはない、毎日実際に活用
している工夫があります。まさに生きた（LIVE）オフィスです。

実際に社員が働いているオフィスをご覧いただくことで、移転やレ
イアウト変更をご検討中のお客様はもちろんのこと、お客様のオフィ
スが抱える様々なお悩みの解決にきっと参考にしていただけると考
えています。

<事業内容>
●OA機器およびコンピュータ機器の販売とメンテナンス・保守
●ネットワークを含む社内システムの設計・構築・運用管理
●システム開発
●什器備品・消耗品・オフィス家具の販売
●デジタルデータ総合出力サービス・クリエイティブワークの企画・制作
●人材派遣【 （般） 13-01-1334 】・アウトソーシングビジネスホームページ twitter

P 2 座面と背面がスウィングイナバのチェア「Swin」
P 4 SHARPプラズマクラスター空気清浄機
P 6 SKYSEAでWindows10の運用管理
P  8 ESETで強力にウイルス対策
P10 お手軽高機能WEB勤怠管理システム「勤労の獅子」
P12 スマホで経費精算！「MFクラウド経費」
P14 多言語映像通訳「みえる通訳」
P16  最近の働き方トレンドのご紹介
P18 FAX業務のお困りごとを解決！「せいとんファクス」
P20  アグサスの「かんたんシリーズ」ソフト
P22  WEBページフルリニューアルサービスでこれからのWEB対策
P23 複合機お役立ち情報 第30回

お客さま 各位
ステラグループ株式会社 代表取締役社長の川井昇です。

あけましておめでとうございます。
旧年中は大変お世話になりまして、誠にありがとうございます。
本年も何卒よろしくお願い申しあげます。

さて、弊社におきましては、
立川オフィスと神奈川オフィスをリニューアルいたしました。
両オフィスとも、お客さまにご覧いただけるオフィス、
お客さまに最新の働き方をご提案できる「ライブオフィス」としてオープンいたします。
弊社社員がご案内させていただきましたら、
ぜひとも、ご来場賜りますようお願い申しあげます。

また、本社始めその他の拠点でも、常にお客さまのお役に立てるご提案をできるよう
努めてまいりますので、今後とも何卒よろしくお願い申しあげます。


